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Ⅰ 202１年度事業計画の策定にあたって 

 
金城学院は、1889 年（明治 22 年）の創立以来、長きにわたってキリスト教主義に基づく

女子教育に心血を注いできた。「主を畏れることは知恵の初め（箴言 1：7）」をスクールモッ

トーに掲げ、現在は、建学の精神に基づく学院全体の教育の柱「福音主義キリスト教による女

子教育」「全人的な一貫教育」「国際理解の教育」に従って、大学では「強く、優しく。」を、中

学校・高等学校では「社会に参画し、主体的に生きる女性の育成」を、幼稚園では「愛され、

育ち合う。」を、それぞれ教育スローガンとしている。 

創立以来13１年の長きに亘って積み上げられた伝統は、本学院の発展を願い、戦前・戦中・

戦後の苦難の時代を乗り越え、絶えず改革を進めてきた先人たちの労苦の上に築かれたもので

ある。このことに鑑み、本学院は今後も、変革すべきは変革し、変えてはならないものは変え

ない姿勢で、今日の教育機関を取り巻く厳しい環境や激しい社会の変化に対応していく。 

なお、創立130周年以降の本学院の中・長期的な計画については、5年のスパンで企画・立

案することとし、創立140周年に向けての第一段階として、「金城学院中期計画（2020年度

～2024年度）」（次頁参照）を策定した。中期計画は、常に学院全体の組織・機構についての

客観的な評価を実施し、法人運営を将来にわたって強固なものにするとともに、将来をしっか

りと展望しつつ、教育・研究における質的向上の不断の努力を今後も続けていくための指針で

もある。 

そして、この中期計画を実現させるために、5年計画の2年目となる2021年度に取り組むべ

き具体的な課題を、事業計画として取り上げている。 

少子高齢化の進行、学校間競争の激化など、私学を取り巻く環境は大変厳しいものがあり、

社会のニーズもますます多様化してきているが、金城学院は、そうした様々な社会の変化と、

その要請に対して迅速かつ適切に対応できるよう、大学・高等学校・中学校・幼稚園に至る各

学校及び法人において、様々な教育制度の改革や、経営の改革を積極的に推し進めていく所存

である。 
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《資料》金城学院中期計画（2020年度～2024年度） 

 

１ 教育研究の推進と学習支援 

大学アクションプラン 

■キリスト教主義に基づく全人教育、研究の推進 

１ キリスト教主義に基づく全人教育 

① 礼拝出席の奨励 

② 学生の企画・参加型礼拝の実施 

③ 近隣教会への出席の奨励 

④ 金城アイデンティティ科目におけるキリスト教学関係科目の整備 

⑤ 教職員に対する修養会および学生向バイブル・キャンプの充実 

 

２ 自ら課題を発見し、解決できる教育 

① アクティブラーニング等を通した能動的な学びへの転換の推進 

② リーダーシップ教育の推進 

③ ラーニング・コモンズや図書館の整備と利用の促進 

 

３ 国際理解の教育 

① 交流協定校の拡大と受け入れ・送り出し留学生の増加 

② CASECスコアの経年変化を基礎とした英語教育体制の運用と改善 

③ 金城コア科目における英語および外国語科目の整備 

④ 学内環境における多言語化の推進 

 

４ 研究の推進 

① 科研費等の競争的外部資金における申請・分担参加の奨励 

② 学内助成や特別研究期間制度の整備と利用の促進 

③ 女性みらい研究センターを中心とした地域社会支援プログラムの開発・研究 

 

■学生支援の推進 

１ 教学面での支援 

① 学修ポートフォリオ等を活用した教育体制の構築 

② ルーブリック等による客観的な成績評価の確立 

③ カリキュラム・マップに基づく履修体制の整備と改善 

 

２ 生活面での支援 

① 学生・キャリア支援センター・教員の三者連携による就職支援の充実 

② 学生の課外活動やボランティア活動における支援体制の整備 
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③ 学生のマナー向上の推進 

④ 受け入れ・送り出し留学生の経済的支援の充実 

 

■学生の受入の推進 

１ 質の高い学生の確保 

① アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜の整備 

② 入学者選抜における「学力の3要素」の多面的・総合的な評価方法の確立 

③ 新たな大学入学者選抜制度に対応する本学入試の検討 

 

２ 高大連携、接続 

① 中高大教育協議会等の活用を通した学校間における相互理解の拡充 

② 中高“Dignity”ルーブリックとの連続性を踏まえた高大接続の強化 

 

■教学マネジメント体制の推進 

① 全学的な内部質保証体制の整備と運用 

② 3ポリシーの一体的運用を根幹とした教育課程の編成と学修成果の評価の実施 

③ ディプロマ・ポリシーに基礎付けられた教学のPDCAサイクルの確立 

④ アセスメント・ポリシーの適切な運用と改善 

⑤ ｢学生自己評価各期ごとのDP対応ルーブリック｣を通した学修成果の可視化 

⑥ 外部試験の複数回実施によるコンピテンシーの経年的把握とその向上 

⑦ ｢卒業に関わる科目のルーブリック評価｣を用いた学位授与体制の確立 

⑧ 定期的な授業評価の実施とVOX POPの作成・公表による教育力の向上 

 

中学校・高等学校アクションプラン 

■キリスト教主義による全人教育の推進 

① 生徒の企画・参加型礼拝の実施 

② 近隣教会への出席の奨励 

③ キリスト教教育実施体制の再構築 

④ 幼中高教師修養会の充実 

⑤ 教員のキリスト教学校教育同盟研修会への参加の奨励 

⑥ 宗教主事の果たすべき役割の見直し 

⑦ キリスト教学校教育同盟との連携による「道徳の教科化」への対応 

■生徒支援の推進 

１ 教科教育の研究・充実 

①「科学的思考」「表現」「協働」する力の育成を目指す授業改善の推進 

② 高等学校新学習指導要領の新教科「理数探究」「論理表現」の研究開発 

③ 6年一貫カリキュラムの推進 
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④“Dignity”を土台として、全ての教科、教育活動で「言語技術」「課題研究力」の育

成 

⑤ 英語と社会の合科“World Studies”に加えて、教科横断型学習の実践研究の充実 

⑥ 中高大共同研究の推進。中高“Dignity”ルーブリックと大学「ディプロマ・ポリシー

(DP)ルーブリック」に連続性を持たせ、大学卒業後に社会で活躍するための汎用的能

力を身につけさせる。 

⑦ 2020年度に中学1年から高校1年にタブレットを導入する。これによって生徒の探究

活動、ポートフォリオ作成、家庭学習の充実を図る。 

⑧ 観点別評価の研究 

 

２ カリキュラムマネジメントの推進 

 

３ 中高連携した進路指導体制の整備・充実 

① 生徒一人ひとりの将来目標の実現を支援するため、新しい時代に相応しいキャリア教

育の推進 

② 入試の多様化について情報収集し、対応方法などを検討 

③ 調査書及び指導要録の様式の改定 

 

■生徒の受入の推進 

① 入試研究部における中学入試改善の研究 

② 英語利用入試の内容検討 

③ 思考力を測定する入試の研究 

④ 金城サポート奨学金ジュニアハイの効果を検証 

⑤ 企画広報室を中心に広報活動の充実 

 

■教学マネジメント体制の推進 

１ カリキュラム研究部における探究力育成の研究 

① 教育目標図に示されている「科学的思考」「表現」「協働」を育成する授業の開発支援 

 

②「科学的思考」「表現」「協働」の3つの力が、教育プログラムによって発展・育成され

たか効果測定を行なうための教科ルーブリックの作成 

③ 教育課程表の形式の改善 

④ 21世紀型学力の研究開発 

⑤ アドミッション、カリキュラム及びディプロマの各ポリシーの作成 

⑥ 生徒の多様な学習成果や活動の評価方法の研究・開発 

 

２ 探究学習や観点別評価に対応するための教師研修会の実施 
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幼稚園アクションプラン 

■キリスト教主義に基づく全人教育の推進 

１ キリスト教主義に基づく全人教育 

① 教育スローガン「愛され、育ちあう。」の実践 

② キリスト教幼児教育に基づく教育課程の実践と検証 

③ 礼拝を通し「聖話、聖句、讃美、主の祈り」などを幼児の心に刻み、神の愛を身近に

感じながら自己に与えられた力を活かしつつ、他者と共に生きる感謝と喜びを知って

いく。 

④ 園児の教会出席の推奨 

 

２ 自ら課題を発見し、解決できる教育 

① 主体的な活動を重視した教育の実践 

② 異年齢クラス編成による教育の充実 

③ 主体的活動と連動させた年齢別活動やクラス活動の充実 

④ カリキュラムの検討、行事の見直しや改善 

⑤ 魅力ある園庭作りと整備 

 

３ 国際理解の教育 

①「英語であそぼう」の教育活動や大学留学生との交流などを通し、言語、文化、考え方

の違いなどに気付き多様性を学ぶきっかけとする。 

② クリスマス献金やバザーによる支援金などを通し、国内外の状況を知り、自分達に出

来ることを考える機会とする。 

 

■園児支援の推進 

１ 教学面での支援 

① 主体的な遊びを促すための、環境設定や素材の充実 

② 個別支援記録の活用と改善 

③ 保護者と教員との連携強化 

④ 小学校や療育機関との連携 

 

２ 生活面での支援 

① 基本的生活習慣確立のための環境設定の検証と改善 

② 保護者との定期個人懇談会、日常の情報交換の強化 

 

■園児の受入の推進 

１ 園児の確保 

① 幼稚園説明会、幼稚園体験会の充実 
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② 未就園児の幼稚園見学、園庭開放の拡大と充実 

③ 2歳児プレ幼稚園の充実 

④ ホームページの充実 

⑤ KIDSセンターとの連携強化 

 

■教学マネジメント体制の推進 

１ 教育体制 

① チーム保育の充実 

② 支援児担当教員の配置および連携 

③ 療育機関との連携 

④ 2022年度幼稚園設立50周年を機に教育体制の見直しと強化 

⑤ 大学各学科の学生・教員との連携 

 

２ 教育力向上 

① 研究会参加 

② 公開保育、園内外研修への積極的参加による質の高い保育強化 
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２ 地域社会との共生 

大学アクションプラン 

■研究成果の社会への還元 

① 教育・研究活動成果物のリポジトリ等を活用した発信のいっそうの促進 

② 各種講座、講演会、KIDSセンターの子育て支援活動等を通じた地域社会への研究成果

の還元 

 

■生涯学習 

① 女性みらい研究センターを中心とした、本学の理念にふさわしい生涯学習に関わるプ

ログラムの開発と実践 

② 卒業生との連携をより密にとれる体制の構築 

 

■産学官連携、地域連携 

① 地域社会の発展に貢献することを目的とした、企業、地方公共団体、「大学コンソー

シアムせと」等との連携推進 

 ② 守山区との連携によるまちづくり、地域福祉向上、産業振興及び教育・文化・スポー

ツの振興及び発展のための活動推進 

 

中学校・高等学校アクションプラン 

■産学官連携、地域連携 

① キャンパスの地域への開放 

② 地域奉仕活動への参画 

 

幼稚園アクションプラン 

■産学官連携、地域連携 

① 大学との連携強化 

② 発達支援児やアレルギーを持つ子どものための療育機関や病院との連携 

③ 地域の方へ行事参加案内、花の日やクリスマスを通し感謝を表す計画 
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３ 環境整備 

 法人アクションプラン 

■新たな教育・研究活動等に対応した環境整備 

① KMP21大学第3フェーズ実施に伴うE1棟竣工及び周辺外構整備 

② E3、E4、E5、W5号館解体に伴う跡地の有効な計画の策定と実施 

③ 新学部開設に伴う学習環境整備 

 

４ 健全経営の維持 

法人アクションプラン 

■財政基盤の強化 

① 合理化・効率化による収益性向上 

② 安定的な資産運用・活用 

③ 財源多様化による収入基盤の強化 

 

■ガバナンス 

① 理事会・評議員会・監事機能の強化 

② 情報公開の推進 

 

■ブランド力向上 

① 戦略的広報活動の推進 

② 卒業生との繋がりの強化 
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Ⅱ 金城学院大学 

 

2020年初頭に始まったCOVID-19の感染拡大は、現在に至るも本学の運営のみならず社会

全体にも大きな影響を与えている。この厳しい状況のなかであるからこそ、本学は、「強く、優

しく。」を教育スローガンに掲げ、多様化する社会で主体的に生きる強さと思いやりの心を兼ね

備えた品格ある女性の育成を引き続き目指していく。こうした目標を実現するため、教職員は

協力して以下の計画の実現に向けて取り組むものである。 

具体的には学院中期計画（2020年度～2024年度）に基づき、福音主義キリスト教による

全人教育の強化を始めとした教育・研究の推進と学生支援を行ない、また、同時に教育・研究

の成果を社会に還元するための地域社会との共生にかかる事業を展開すべく、各項目にアクシ

ョンプランを設けた。このアクションプランについて、本学の内部質保証推進会議または教育

課程編成会議が指定した関係部門を中心に、年次計画の策定及びその実施を行なっていくこと

とした。 

 

１ 教育研究の推進と学習支援 

■キリスト教主義に基づく全人教育、研究の推進 

１ キリスト教主義に基づく全人教育 

① 礼拝出席の奨励 

オリエンテーションや授業などあらゆる機会を捉えて礼拝出席を促す。 

② 学生の企画・参加型礼拝の実施 

学生と教員間、また、教員間の交流の機会を年に数回設けて、魅力ある礼拝作りについ

て意見交換を行なう。 

③ 近隣教会への出席の奨励 

近隣教会の牧師方の理解と協力を得るために牧師方との懇談会を開催する。 

④ 金城アイデンティティ科目におけるキリスト教学関係科目の整備 

教育課程編成会議が、大学教務委員会に対し、前年度の活動成果をふまえ、当該アクシ

ョンプランについてのさらなる活動計画の策定を指示し、その内容を実施できるよう支援

する。 

⑤ 教職員に対する修養会および学生向バイブル・キャンプの充実 

キリスト教セミナーに期待すること等についてアンケート調査を行なう。 

 

２ 自ら課題を発見し、解決できる教育 

① アクティブラーニング等を通した能動的な学びへの転換の推進 

教育課程編成会議が、大学教務委員会およびマルチメディアセンター等教学関係センタ

ーに対し、前年度の活動成果をふまえ、当該アクションプランについてのさらなる活動計

画の策定を指示し、その内容を実施できるよう支援する。 
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② リーダーシップ教育の推進 

教育課程編成会議が、大学教務委員会に対し、前年度の活動成果をふまえ、当該アクシ

ョンプランについてのさらなる活動計画の策定を指示し、その内容を実施できるよう支援

する。 

③ ラーニング・コモンズや図書館の整備と利用の促進 

COVID-19の感染拡大のために行なえなかったラーニング・コモンズでのＡＶ機器の

利用率の調査やアンケートを実施し、設置を求めるＡＶ機器の調査を通して、ＡＶ機器の

更新計画を作成する。また、図書館の利用状況に関し、来館を伴うサービスと来館を伴わ

ないサービスとのそれぞれについて情報を収集・整理し、COVID-19の感染拡大という

状況を踏まえて分析を試みる。 

 

３ 国際理解の教育 

① 交流協定校の拡大と受け入れ・送り出し留学生の増加 

前年度の活動成果をふまえ、継続して、複数の大学と協定締結に向けた折衝を進める。 

② CASECスコアの経年変化を基礎とした英語教育体制の運用と改善 

③ 金城コア科目における英語および外国語科目の整備 

②～③については、教育課程編成会議が、大学教務委員会に対し、前年度の活動成果を

ふまえ、当該アクションプランについてのさらなる活動計画の策定を指示し、その内容を

実施できるよう支援する。 

④ 学内環境における多言語化の推進 

国際交流センターの協力を得つつ、留学生にわかり易い表示を中心とした学内環境整備

の実施計画案を作成する。 

 

４ 研究の推進 

① 科研費等の競争的外部資金における申請・分担参加の奨励 

競争的外部資金申請を目指した、学内の教員間連携を促す体制構築に関する情報を収集

し、体制構築の方針を検討する。 

② 学内助成や特別研究期間制度の整備と利用の促進 

制度利用の促進に向け、学内でのより効率的な周知を行なうために研究支援HPの改修

を行なう。 

③ 女性みらい研究センターを中心とした地域社会支援プログラムの開発・研究 

女性みらい研究センターにおいて、地域社会の実態にあった、支援プログラムのあり方

についての検討を継続し、COVID-19の感染拡大という状況においても提供可能なプロ

グラムの開発と実施をめざす。 
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■学生支援の推進 

１ 教学面での支援 

① 学修ポートフォリオ等を活用した教育体制の構築 

教育課程編成会議が、大学教務委員会およびマルチメディアセンターに対し、前年度の

活動成果をふまえ、当該アクションプランについてのさらなる活動計画の策定を指示し、

その内容を実施できるよう支援する。 

② ルーブリック等による客観的な成績評価の確立 

③ カリキュラム・マップに基づく履修体制の整備と改善 

②～③については、教育課程編成会議が、大学教務委員会に対し、前年度の活動成果を

ふまえ、当該アクションプランについてのさらなる活動計画の策定を指示し、その内容を

実施できるよう支援する。 

 

２ 生活面での支援 

① 学生・キャリア支援センター・教員の三者連携による就職支援の充実 

Webでの就職活動が増えていく状況に学生が対応できるよう、ガイダンス、イベント

の内容を充実させ、教員、外部機関と連携しながら学生の就職活動支援、相談ができる体

制を構築する。 

② 学生の課外活動やボランティア活動における支援体制の整備 

サークル協議会で案内し、派遣ボランティアの増加を目指す。COVID-19の感染拡大

状況をみながら学生ボランティア派遣を案内するリーフレットを守山区区政推進会議（守

山区の公共施設、インフラ企業、教育機関等の代表者が参加する会議）に配付し、本学の

活動を知っていただく。 

③ 学生のマナー向上の推進 

通学路および名鉄電車内におけるマナーを守るための啓発活動を行なう。また、ICTの

利用に関するマナーの改善を図る。 

④ 受け入れ・送り出し留学生の経済的支援の充実 

2021年度後期からの受け入れ・送り出し留学の実施に向けて、経済的支援（奨学金）

の準備をしつつ、留学再開に伴い、それを適切に遂行する。 

 

■学生の受入の推進 

１ 質の高い学生の確保 

① アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜の整備 

入学時に実施する外部テスト、英語プレイスメントテスト、初年次GPAなどのデータ

を活用して、アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜方法の妥当性を検証する手

法を開発し、試行調査により有効性を確認する。 
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② 入学者選抜における「学力の３要素」の多面的・総合的な評価方法の確立 

入試種別ごとに課している選抜方法と「学力の3要素」の評価の結びつきを検証するた

めの資料（表）の更新をし、検証に役立てられるようにする。 

③ 新たな大学入学者選抜制度に対応する本学入試の検討 

新たな大学入学者選抜制度、他大学の入試体制などに関する情報収集に努め、本学入試

体制の整備に役立てることができるようにする。 

 

２ 高大連携、接続 

① 中高大教育協議会等の活用を通した学校間における相互理解の拡充 

合同教授会などの機会を用いて、中高大教育協議会が中心となって実施している学校間

連携事業について紹介し、大学教職員間で情報共有ができるようにする。 

② 中高“Dignity”ルーブリックとの連続性を踏まえた高大接続の強化 

中高“Dignity”に対して大学の各学科より提示している研究テーマと参考文献を更新

し、高校での研究成果のまとめと大学での学びとの結びつきを強化する。金城学院高等学

校高大接続型推薦入学選考の面接試験の改善について、学校間で協議し、入学センター委

員会で検討する。 

 

■教学マネジメント体制の推進 

① 全学的な内部質保証体制の整備と運用 

第3期認証評価の受審内容を学内で共有し、これをふまえた活動計画の策定について検

討を進める。 

② 3ポリシーの一体的運用を根幹とした教育課程の編成と学修成果の評価の実施 

③ ディプロマ・ポリシーに基礎付けられた教学のPDCAサイクルの確立 

④ アセスメント・ポリシーの適切な運用と改善 

⑤ ｢学生自己評価各期ごとのDP対応ルーブリック｣を通した学修成果の可視化 

⑥ 外部試験の複数回実施によるコンピテンシーの経年的把握とその向上 

②～⑥については、教育課程編成会議が、大学教務委員会やIR室等に対し、前年度の活

動成果をふまえ、当該アクションプランについてのさらなる活動計画の策定を指示し、そ

の内容を実施できるよう支援する。 

⑦ ｢卒業に関わる科目のルーブリック評価｣を用いた学位授与体制の確立 

2020年度の教育に関する学科別協議会において検討した方針を踏まえ、各学科で、

2019年度入学生の卒業年次までに、｢卒業に関わる科目のルーブリック評価｣を運用でき

るよう計画を推進する。 

⑧ 定期的な授業評価の実施とVOX POPの作成・公表による教育力の向上 

教育課程編成会議が、大学ＦＤ委員会に対し、前年度の活動成果をふまえ、当該アクシ

ョンプランについてのさらなる活動計画の策定を指示し、その内容を実施できるよう支援

する。 
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２ 地域社会との共生 

■研究成果の社会への還元 

① 教育・研究活動成果物のリポジトリ等を活用した発信のいっそうの促進 

リポジトリの管理運営を適正に実施するために、新システム移行後の管理運営の実態を

改めて確認し、管理運営上の問題点の把握に努める。 

② 各種講座、講演会、KIDSセンターの子育て支援活動等を通じた地域社会への研究成果の

還元 

各部署において地域社会に還元しうるリソースを体系的に調査することを継続し、体制

構築のための計画を策定すると同時に、各種講座、講演会、子育て支援活動、心理援助活

動を通じて、地域社会への研究成果の還元と支援を推進する。また、KIDSセンターでは、

今後も地域の子育て世帯に対する支援の充実と広く地域社会のニーズに応えるセンター

としての機能を拡充させるため、情報収集・試行・評価を継続する。心理臨床相談室では、

COVID-19の感染拡大という状況における相談についても一定のニーズが見られた。

Webを用いた対応を検討し、相談体制の充実を図る。 

 

■生涯学習 

① 女性みらい研究センターを中心とした、本学の理念にふさわしい生涯学習に関わるプロ

グラムの開発と実践 

女性みらい研究センターでは、今日の生涯学習に関するニーズを把握し、これに基づい

た体制を整備しつつ、生涯学習のためのプログラムを実際に企画・運営する。 

② 卒業生との連携をより密にとれる体制の構築 

みどりの会や学科同窓会との意見交換の場を持ち、卒業生とのつながりを強化するため

アプリやSNSを活用した交流の在り方を検討する。 

 

■産学官連携、地域連携 

① 地域社会の発展に貢献することを目的とした、企業、地方公共団体、「大学コンソーシア

ムせと」等との連携推進 

地域貢献活動に関する全学的な基本方針を検討する。 

② 守山区との連携によるまちづくり、地域福祉向上、産業振興及び教育・文化・スポーツ

の振興及び発展のための活動推進 

過去10年間にわたる連携活動を学内で共有し、守山区に拠点を置く唯一の大学として

の連携活動の意義を再確認できるようにする。 
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Ⅳ 金城学院高等学校及び金城学院中学校 

 

建学の精神に基づき、「社会に参画し、主体的に生きる」女性を育むため、「科学的思考」「表

現」「協働」する力を、全ての教育活動で育成していく。 

2021年度の中学校に続き、2022年度から高等学校で新学習指導要領がスタートする。そ

れらに対応するために、カリキュラムマネジメントを確立する中で、教科横断を視野に入れつ

つ、効果的な科目設定や授業内容の改善を行なう。さらに、高等学校では調査書の変更や学習

履歴や活動履歴の報告書などの作成に向けての準備を進める。 

 

１ 教育研究の推進と学習支援 

■キリスト教主義による全人教育の推進 

  ① 生徒の企画・参加型礼拝の実施 

伝道週間や特別礼拝などを、宗教常任委員会、宗教委員会を中心に、生徒によって企画

を立てて行ない、生徒の参加を更に促していく。特に、春秋にもたれる伝道週間では、引

き続き生徒のアイデアを盛り込んでいく。 

  ② 近隣教会への出席の奨励 

教会出席奨励日があるが、1年を通して、担任や授業担当者（聖書科を中心に）の協力

を得て、引き続き教会への出席を促す。 

  ③ キリスト教教育実施体制の再構築 

これまでの中高の一貫教育としてのキリスト教教育の意義を確認し、「礼拝、行事、聖

書科授業」のさらなる連続性を構築していくとともに、キリスト教教育の中で、宗教課が

直接、責任を負う生徒の特別活動、ハンドベルクワイアやＹＷＣＡなどを、中学校・高等

学校で同じ位置付けに整える作業を進める。 

  ④ 幼中高教師修養会の充実 

本校の教育の礎であるキリスト教について学ぶ機会として、幼中高教師修養会をさらに

充実させる。 

  ⑤ 教員のキリスト教学校教育同盟研修会への参加の奨励 

キリスト教学校教育同盟の研修会への参加を促す。さらに、それぞれの年代からの代表

が参加していけるようにする。 

  ⑥ 宗教主事の果たすべき役割の見直し 

キリスト教教育全般をつかさどる各校の宗教主事が、学院主事会の責任のもとでそれぞ

れの役割を担い、ますます中高大の連携を強化する。 

  ⑦ キリスト教学校教育同盟との連携による「道徳の教科化」への対応 

キリスト教学校教育同盟と連携し、中高における道徳という教科の位置付けを学院主事

会で話し合い、学院として方針を決定する。 
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  ⑧ 地域を中心としたボランティア活動への参加の奨励 

課外活動としてのボランティアの形を整え、他者に感謝して仕えることで社会に参与で

きる生徒を養い育てる取り組みを継続する。 

 

■生徒支援の推進 

１ 教科教育の研究・充実 

①「科学的思考」「表現」「協働」する力の育成を目指す授業改善の推進 

「科学的思考」「表現」「協働」する力の育成を目指すため、研究公開授業を実施し互い

の授業の改善を一層進める。高校では、2020年度高校１年生より学校設定科目「スタデ

ィスキルズ」の授業を新設した。高校での学び方に加えて、主体的に学びに向う学習集団

づくりを更に充実させる。 

  ② 高等学校新学習指導要領の新教科「理数探究」「論理表現」の研究開発 

2022年の高等学校の新学習指導要領のスタートに備えて、高等学校の教育課程を改訂

する。 

  ③ 6年一貫カリキュラムの推進 

６年一貫カリキュラムを、カリキュラム研究部を中心にさらに検討し推進する。 

  ④“Dignity”を土台として、全ての教科、教育活動で「言語技術」「課題研究力」の育成 

“Dignity”を土台として、全ての教科、教育活動で「言語技術」「課題研究力」を育成

する。全教員に向けた言語技術教育についての講習会を実施し、教員の教育力を養う。 

⑤ 英語と社会の合科“World Studies”に加えて、教科横断型学習の実践研究の充実 

⑥ 中高大共同研究の推進 

中高“Dignity”ルーブリックと大学「ディプロマ・ポリシー(DP)ルーブリック」に連

続性を持たせ、大学卒業後に社会で活躍するための汎用的能力を身につけさせる。 

中高大教育連携の更に推進するため、中高大共同研究「中学校から大学までの汎用的能

力を育成する教育手法の開発」の成果を活用する。共同研究で作成した中高大コモンルー

ブリックをアカデミックライティング力の向上に役立てる。 

⑦ 2020年度に導入したタブレットPCを用いた教育手法を発展させ、これによって生徒の

探究活動、ポートフォリオ作成、家庭学習の更なる充実を図る。そのために、教員、生徒

の研修会を実施し、ICTを活用した授業展開を力強く推進する。 

  ⑧ 観点別評価の研究 

 

 ２ カリキュラムマネジメントの推進 

教育目標を達成するために編成・計画された全ての教育活動が有機的に結びつき、かつ効

果的に実施されているかどうかを評価して、教育活動を改善していくためにカリキュラムマ

ネジメントを実施する。カリキュラムマネジメントを推進するにあたり、高校版IRパイロッ

トスタディ校となり、桐蔭学園理事長の溝上慎一氏のアドバイスを受ける。 
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３ 中高連携した進路指導体制の整備・充実 

① 生徒一人ひとりの将来目標の実現を支援するため、新しい時代に相応しいキャリア教育

の推進 

進路指導が単なる知識・技能の習得度に基づく指導に留まることなく、多面的・総合的

な評価に基づき、生徒一人ひとりの将来目標の実現を支援するあり方に転換する。 

  ② 入試の多様化について情報収集し、対応方法などを検討 

大学入試制度の変更や入試の多様化について、進路指導課として情報収集し、早めの準

備やその対応方法などを提案する。 

  ③ 調査書及び指導要録の様式の改定 

調査書及び指導要録の様式等を、新たな中学校・高等学校の在り方を踏まえ、生徒の多

様な学習成果や活動が反映されたものになるように改定する。 

 

■生徒の受入の推進 

  ① 入試研究部における中学入試改善の研究 

2021年度入試から帰国子女を主な対象とする英語利用入試の実施を踏まえ、これを改

善し、さらに英語能力に秀でた生徒を選抜し入学を促す。この改善のために同入試によっ

て入学した生徒の追跡調査を行ない検証する。 

  ② 思考力を測定する入試の研究 

既存の四科入試とは別に、思考力、判断力および表現力を測定する思考力入試の2022

年度実施に向けて、潜在的な学習能力に秀でた生徒の選抜方法を検討する。面接内容に関

するサンプルをとり、受験生の力をはかる方法を検討する。 

  ③ 金城サポート奨学金ジュニアハイの効果を検証 

金城学院サポート奨学金ジュニアハイの効果を検証する。 

  ④ 企画広報室を中心に広報活動の充実 

塾などの主催する入試研究会への参加、入試情報誌の閲覧、研究部内での勉強会の実施

などを行なう。 

 

■教学マネジメント体制の推進 

 １ カリキュラム研究部における探究力育成の研究 

  ① 教育目標図に示されている「科学的思考」「表現」「協働」を育成する授業の開発支援 

教育目標図に示されている「科学的思考」「表現」「協働」を育成する授業の開発支援を

する。 

  ②「科学的思考」「表現」「協働」の3つの力が、教育プログラムによって発展・育成された

か効果測定を行なうための教科ルーブリックの作成 

「科学的思考」「表現」「協働」の３つの力が本校の教育プログラムによって、発展・育

成されたか効果測定を行なう。そのために教科ルーブリックを作成する。 
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  ③ 教育課程表の形式の改善 

教育課程表の形式の改善をする。 

  ④ 21世紀型学力の研究開発 

21世紀型学力の研究開発をする。 

  ⑤ 生徒の多様な学習成果や活動の評価方法の研究・開発 

新たな評価方法の研究・開発を行ない、生徒の多様な学習成果や活動を評価する方法に

転換する。 

 

 ２ 探究学習や観点別評価に対応するための教師研修会の実施 

  ① 中高教師研修会の実施 

年内に実施できるよう、主題、講師及び時期について検討する。 

 

２ 地域社会との共生 

■産学官連携、地域連携 

① キャンパスの地域への開放 

・東区主催「歩こう！文化のみち」などでの施設・設備の開放と活用機会の提供 

・施設・設備の利用法の見直し 

  ② 地域奉仕活動への参画 

・東区主催「歩こう！文化のみち」への積極的参画と奉仕活動 

・社会福祉関係施設・保育関係施設での奉仕活動 

・病院・刑務所・福祉施設等への慰問 

・音楽系クラブによる演奏奉仕 
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Ⅳ 金城学院幼稚園 

 

2021年度本園に於いて満３歳児保育開始から5年目を迎える。2019年10月から政府によ

り満3歳児以上の幼児教育・保育の無償化が始められたことにより少子化が進む中、満3歳児入

園の要望が高まっている。それを受け、保育室の拡張工事を行ない2020年度より定員12名か

ら18名に増員した。生活習慣の自立に向けた丁寧な関わりと同時に、自由活動や3歳児から5

歳児による異年齢児クラス活動への参加、昼食の共有などを含め、満3歳児から5歳児までの教

育強化に努める。 

本園の教育方針を活かしつつ、孤立しがちな子育て世代のニーズに応え、キリストの愛の基、

子ども・保護者・教員が互いに育ち合うことを目的として2021年度も引き続き教育スローガ

ン「愛され、育ちあう。」を掲げ、より質の高い幼児教育に取り組み、キリスト教幼児教育推進

のための教育事業を推し進めていく。 

 

１ 教育研究の推進と学習支援 

 ■キリスト教主義に基づく全人教育の推進 

１ キリスト教主義に基づく全人教育 

① 教育スローガン「愛され、育ちあう。」の実践 

神に創造されたかけがえのない一人一人として活かされている感謝と喜びを遊びや生

活を通し実感できる教育のため、本学院主題聖句及びキリスト教保育連盟2021年度聖句

に基づきカリキュラムを組むものとする。 

② キリスト教幼児教育に基づく教育課程の実践と検証 

教育課程に基づく年間指導計画、月案、週案、日案作成において、年間聖句とキリス

ト教保育の年間目標を意識化し、教育に当たる。また、毎月の評価と改善に努める。 

③ 礼拝を通し「聖話、聖句、讃美、主の祈り」などを幼児の心に刻み、神の愛を身   近

に感じながら、自己に与えられた力を活かしつつ、他者と共に生きる感謝と喜びを知って

いく。 

具体的には毎月の聖句暗唱、讃美歌、聖話は天地創造からキリストの降誕、イエスの生

涯、十字架の贖罪、復活と昇天を年間カリキュラムに組み入れ繰り返し伝える。3学期に

は全園児で主の祈りを覚える。 

④ 園児の教会出席の推奨 

教会出席のきっかけ作りとして、夏休み・春休み等に教員が交代で子どもたち と共に

地域の教会へ出席をする。 

 

２ 自ら課題を発見し、解決できる教育 

① 主体的な活動を重視した教育の実践 

子どもが自ら身近な環境に興味を持って関わり、試行錯誤しながら意欲的に遊べる環境

設定を日々行なう。同時に、園庭や園舎に関し長期的な研究と計画を立てる。 
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② 異年齢クラス編成による教育の充実 

3・4・5歳児が受け入れ合うことを通し、発達段階に沿って自己発揮できるように促

す。また、満3歳児に関して入園時期の違いを鑑み、個の発達を十分見極めたうえで適宜

異年齢児クラスでの活動に参加する機会を設ける。 

③ 主体的活動と連動させた年齢別活動やクラス活動の充実 

主体的活動における集団や個の姿を把握しつつそこで生み出された遊びに 着眼し、年

齢別活動やクラス活動に繋がりを持たせながら課題に取り組む。 

④ カリキュラムの検討、行事の見直しや改善 

学期ごとに教員間でカリキュラムの振り返り検討会を行ない、カリキュラムマネジメン

トの強化に努める。また、そのことにより各行事が慣習として行なわれるのではなく、子

ども達の実態に沿ったものであるかの検討を行なっていく。 

⑤ 魅力ある園庭作りと整備 

安全点検や整備は勿論であるが、あそび場としての園庭が子ども達の創造性や科学する

目をより刺激する場となっているか、随時園内研修を行ない検討する。 

 

３ 国際理解の教育 

①「英語であそぼう」の教育活動や大学留学生との交流などを通し、言語・文化・考え方の

違いなどに気付き多様性を学ぶきっかけとする。 

自由活動、年齢別活動、クラス活動への英語活動の取り入れ方を検討し、全ての子が英

語の環境に触れることを通し、自国、他国への言語や文化への興味関心を深めるようにす

る。 

② クリスマス献金やバザーによる支援金などを通し、国内外の状況を知り、自分達に出来

ることを考える機会とする。 

年長児を中心に話し合いや情報を子どもなりに収集し、掲示や発表を通して世界に目を

向け、国際平和や環境問題に関心を持つ。 

 

■園児支援の推進 

１ 教学面での支援 

① 主体的な遊びを促すための、環境設定や素材の充実 

子ども達の遊びの発展性を見取り、必要なコーナー、素材の設定を毎日行なう。また、

廃材収集のため保護者に協力を得る。 

② 個別支援記録の活用と改善 

発達障がい児について、月毎の振り返りを基に次月のねらいを立案、全教員での検討会

を行なう。年長児の個別支援記録（リレーシート）を小学校への引継ぎと連携に活かす。 
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③ 保護者と教員との連携強化 

登園時・降園時の情報交換に加え、現行の個人懇談会・クラス懇談会・園長とのおしゃ

べり会などを定期的に行ない、子どもの成長や課題、保護者自身の子育ての悩みなどにつ

いて話す機会とする。また、保育に参加できる「お手伝い父さん母さん」や園庭開放、休

日の動植物の当番など、有志で参加できる機会を作り、保護者の子育て支援としての要望

に応えていく。 

④ 小学校や療育機関との連携 

地域の小学校（大森小・大森北小・小幡小・小幡北小）との懇談会を定期的に行ない、

就学児童や入園予定児に関する情報交換を行なう。療育機関とは個別支援児に関する相談

や訪問を行なう。 

 

２ 生活面での支援 

① 基本的生活習慣確立のための環境設定の検証と改善 

集団生活における身のまわりに関することの自立、そのための動線の検証、保護者の協

力体制を強化する。 

② 保護者との定期個人懇談会、日常の情報交換の強化 

個々の課題や子育てに関する相談をもとに、保護者との信頼関係を深め、園と家庭での

その子の成長を支援する。 

 

■園児の受入の推進 

１ 園児の確保 

① 幼稚園説明会・幼稚園体験会の充実 

プレ幼稚園やKIDSセンターとの連携により幼稚園を開放することで入園に繋がる取

り組みを企画し行なう。また、2歳児親子プレ幼稚園事業を通し、確実な入園児獲得と、

広報活動の一端としたい。 

対面での説明会が可能であれば6月から9月間に4回程度計画し、昨年度コロナ禍で行

なったWeb説明会も合わせ、ホームページやドキュメンテーションを更新して視覚に訴

える説明を重視していく。 

② 未就園児の幼稚園見学・園庭開放の拡大と充実 

未就園児の会「こすずめの会」を20回程度開催予定。8月には「こすずめの会プール

遊び」として20組親子3日間を行なう予定。 

③ 2歳児プレ幼稚園の充実 

5月～9月にかけて毎月3回程度行ない、内容は在園児との自由活動体験、親子集団遊

びなどを予定。 

④ ホームページの充実 

各募集のアップ・入園への情報・子ども達の遊びなどをこまめにアップすることで情報

提供とPRを充実させる。 
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⑤ KIDSセンターとの連携強化 

入園説明会に先駆け、4月下旬にKIDSセンターにおいて幼稚園で使用の安全なおやつ

試食を兼ねた「幼稚園ってどんなところ」の講演を園長が行なう。また、「2歳児の親子

ふれあい遊び」を本園満3歳児担当者が2回程度行なう。その他幼稚園においてKIDSセ

ンタースタッフの研修を行なう予定。 

KIDS センター開催「ようちえんへおさんぽに行こう」を、月2回程度受け入れていく。 

 

■教学マネジメント体制の推進 

１ 教育体制 

① チーム保育の充実 

自由活動時に関わった子ども一人一人の姿や遊び、クラス活動や年齢別活動での様子な

どの記録を共有し話し合い、カリキュラムマネジメントに努める。 

② 支援児担当教員の配置および連携 

特別支援児補助金での支援教諭の配置、個別支援記録に基づく全スタッフ会議の定期的

検証に努める。 

③ 療育機関との連携 

大学心理臨床相談室、支援児が通う療育機関との情報交換や園内研修、また、訪問など

を通し、連携を図る。 

④ 2022年度幼稚園設立50周年を機に教育体制の見直しと強化 

本園の教育方針やカリキュラム編成などを振り返り、今後の教育体制について園内研修

や研究会を通し確認や検討を行なう。 

⑤ 大学各学科の学生・教員との連携 

現代子ども教育学科生・英語英米文化学科生・大学院生の実習とゼミ演習授業の受け入

れ、自主実習生受け入れや留学生との交流を行なう。また、各学科の教員との交流を通し、

学生や園児の教育活動につなげていく。 

 

２ 教育力向上 

① 研究会参加 

保育学会、キリスト教保育連盟主催の研究会等に積極的参加の予定。 

② 公開保育、園内外研修への積極的参加による質の高い保育強化 

愛知県幼児教育研究会の依頼による本園における2020年度研究会が新型コロナウィ

ルス感染予防により延期となり、2021年度に引き続き受け入れの予定である。 

 

２ 地域社会との共生 

■産学官連携、地域連携 

① 大学との連携強化 

     大学各学科の学生受け入れと、大学教員との連携強化に努める。 
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② 発達支援児やアレルギーを持つ子どものための療育機関や病院との連携 

各専門機関との連携により、園児への細やかな教育的配慮や危機管理体制の強化に努め

る。 

③ 地域の方へ行事参加案内、花の日やクリスマスを通し感謝を表す計画 

子ども達が案内を作成したり訪問をしたりすることにより、日頃の感謝を表すなど近隣

の方やお年寄りとのふれあいの機会を設ける。 
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Ⅴ 法人部門 

 

金城学院大学、金城学院高等学校、金城学院中学校及び金城学院幼稚園が行なう様々な事業

を、円滑かつ健全に運営するために法人部門が担う役割は極めて重要である。変化が激しい社

会環境や、多様化するニーズに応えることができる学校法人であるために、絶え間ない組織・

経営改革の推進を、法人部門は求められているからである。 

このような認識と使命の下、学校法人金城学院の中期計画に基づく法人部門の2021年度事

業計画としては、次の2点を掲げてその取り組みを進める。 

 

１ 環境整備 

■新たな教育・研究活動等に対応した環境整備 

① E1棟周辺外構整備 

本部棟からE1棟を含めE3・E4・E5号館解体後の外構整備案を作成し、実施する。 

② E3号館増築棟を、学院史料室として整備する。 

整備にあたっては、どのような史料室が良いのか特に検討する。 

③ 看護学部開設に伴う学習環境整備 

W5棟の新築が、計画通り2022年3月中旬に竣工するよう管理する。 

また、外構及び学生動線等について検討する。 

 

２ 健全経営の維持 

■財政基盤の強化 

下記を推進することにより、2024年には、2019年度に対して1億円の収益増を目指す。 

① 合理化・効率による収益性向上（2,000万円） 

コロナ禍の影響により、収入・支出構造が変化しており、改めて経費削減計画を検討し、

早期に立案・実施する。 

② 安定的な資産運用 

資産運用規程に基づく安全性の高い資産運用を行なう。 

③ 財源多様化による収入基盤の強化 

コロナ禍での新たな価値体系に基づく収入基盤を検討する。 

 

■ガバナンス 

① 理事会・評議員会・監事機能の強化 

私学版ガバナンスコードについて検討し、ガバナンスコードを作成する。 

また、理事会・常任理事会での審議のあり方について整理する。 

② 情報公開の推進 

情報公開すべき項目について検討し、公開する。 
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■ブランド力向上 

日経BP調査東海版において、10位以内を復活させるとともに、大学及び中学校の志願者

数を2020年度に比べて10%増加させる。 

① 戦略的広報活動の推進 

ブランド力を向上させるための方策について検討する。 

② 卒業生との繋がり強化 

金城学院アプリを開発し、メルマガ登録者のアプリへの移行及びアプリ新規登録者を増

やす。 
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Ⅵ 予算概要 

 

１ 予算編成方針 

① 収入関連 

学生生徒納付金収入は、各校とも対入学者定員100％、退学・休学想定率2％とする。

補助金収入は、前年度実績の90％もしくは最低補償額を見込む。その他の収入等は、不

確定な要素があるので、例年通り織り込まない。 

 

② 支出関連  

健全財政の確保を目的として、2021年度の継続経費は、「2020年度規模に対するゼ

ロシーリング」を目指す。また、引き続き、防災対策強化・環境配慮などの政策的予算へ

の積極的な再配分を目指す。設備更新関連は、緊急性・有効性などを十分検討し予算化す

る。 



- 27 - 
 

２ 主な事業別予算 

予算編成方針に基づき、2021年度の主な事業に対する予算を次のとおり計画した。 

                               （単位：千円） 

分類 事業内容 予算額 

KMP21 

関連事業 

（大学） 

・KMP E3､E4､E5号館解体他工事 

・KMP 追加変更対応工事 など 

499,210 

新学部設置 

関連事業 

（大学） 

・看護学部新築工事 

・看護学部 図書納入費 など 

1,620,758 

教育設備 

充実事業 

（大学） 

・W1棟設備･機器年次改修費用 

・SG改修 など 

84,773 

修繕事業 

（大学） 

・Ｗ１棟ＧＨＰ更新工事 

・本部棟エスカレータベルト交換 など 

273,843 

（高等学校） 

・榮光館屋上漏水補修工事 

（中学校） 

・中学校体育館屋上高架水槽補修工事 

（幼稚園） 

・幼稚園園庭補修工事 

広報事業 

・新聞広告掲載、TVCM製作 

・鉄道額面ポスター掲出 

・特別入試広報費 など 

137,910 

その他 ・緊急特別就職支援策  など 44,987 

合     計 2,661,481 

 


